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重点目標 具体的取組 主担当 現  状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考 

１ 
授業実践力の

向上 

(教科指導の充

実と自立活動

の指導の充実) 

各部で抽出した児童生徒の

自立活動の年間目標につい

て、指導の充実を図るため

に、取り組んだことについ

て報告書にまとめながら、

教員それぞれの取組につい

て評価を行っていく。 

教務 

(研究) 

障害のある児童生徒の自立に向

けて基本となる「自立活動」を

考える場合、日々の支援や指導

の中で意識せず曖昧に行ってい

たり、指導者の共通理解が不十

分であったりする。今年度は改

めて「自立活動」について考

え、理解を深めたり、指導の充

実に取り組んだりしていく必要

がある。 

【努力指標】 

児童生徒の自立活動の目標達成に向

けて教員が取り組んでいく過程で、

目標を意識して「十分に取り組めた

」「概ね取り組めた」「やや取り組

めた」「まったく取り組めなかった

」の４段階で評価する。 

児童生徒の自立活動の目標達

成に向けて目標を意識して「

十分に取り組めた」「概ね取

り組めた」と答えた割合が 

Ａ：８０％以上である。 

Ｂ：７０％以上である。 

Ｃ：６０％以上である。 

Ｄ：６０％未満である。 

中間評価が基準に満た

ない場合、取り組む時

期や期間などの再検討

を行う。 

９月、２月に

アンケートを

とる。 

２ 
地域社会との

連携 

交流の相手先と複数回交流

を行い、活動が満足できる

のものであったか相手先や

分校だよりや学部だより等

で保護者に知らせて評価を

得る。 

全学部 昨年度は、交流先からおおむね

良い評価をいただいた。ただ、

相手先と複数回の交流につなが

っていないことが課題としてあ

るため、今年度は、複数回交流

を行い、関係を深めていく必要

がある。 

【満足度指標】 

交流を行うごとに、交流先や保護者

にアンケート用紙を配布し、活動の

目的に対する活動に対して「とても

満足した」「満足した」「まあまあ

だった」「いまひとつだった」の４

段階で評価する。 

交流先や保護者からのアンケ

ートにより、活動が「とても

満足した」「満足した」と答

えた割合が 

Ａ：８０％以上である。 

Ｂ：７０％以上である。 

Ｃ：６０％以上である。 

Ｄ：６０％未満である。 

中間評価が基準に満た

ない場合、取り組む内

容の再検討を行う。 

交流を行うご

とにアンケー

トをとる。 

３ 
安心・安全な

学校づくり 

委員会活動において生徒自

らが良い人間関係や適切な

コミュニケーションができ

るための目標を立て、その

目標が達成できたか評価を

行う。 

生活支援 学校が安心・安全な場所として

あるために、児童生徒が普段か

ら良い人間関係作りや適切なコ

ミュニケーションを意識できる

ことがいじめ・不登校の防止の

一つにつながると考える。また

、委員会活動と連携をとること

で、児童生徒が自ら目標を考え

、実践できるようにしていく必

要がある。 

【成果指標】 

月の始めに目標を伝え、月末に目標

が達成できたかを「できた」「やや

できた」「あまりできなかった」「

できなかった」の４段階で児童生徒

が評価を行う。 

目標の達成が「できた」「や

やできた」と答えた児童生徒

の割合が 

Ａ：８０％以上である。 

Ｂ：７０％以上である。 

Ｃ：６０％以上である。 

Ｄ：６０％未満である。 

中間評価が基準に満た

ない場合は、取り組む

内容の再検討を行う。 

取り組んだ月

ごとに児童生

徒にアンケー

トをとる。 


